
Lesson15 <現在完了２> 

１５-５ 解説 

 

Point１ 完了を表す用法 

①〈完了〉の用法…動作・行為がたった今、「完了」したことを表す。｢～したところだ。｣ 

 

②〈完了〉によく用いる副詞語句 

・already「すでに、もう」 [例] I have already written a letter. 

・just「ちょうど」   [例] He has just eaten lunch. 

・yet「(否定文)まだ」  [例] Ken hasn't done his homework yet. 

・yet「(疑問文)もう」  [例] Have you written to your friend yet? 

 

 

Point２ 結果を表す用法 

①〈結果〉の用法…動作・行為の「結果」、生じた現在の状態を表す。「～してしまった。｣ 

[比較] She lost  her watch. 「なくした」…今持っているかは不明。 

She has lost  her watch. 「なくしてしまった」…今も持っていない。 

 

②〈結果〉によく用いる動詞 

・go [例] He has gone to America. 「行ってしまった(今はここにいない)。」 

・leave [例] Taro has left for school. 「出かけてしまった(今はここにいない)。」 

・lose [例] She has lost her watch. 「なくしてしまった(今は持っていない)。」 

 

 

Point３ 現在完了の注意すべき用法 

◎ when, yesterday, ago, just now などの過去を表す語句といっしょに用いることはできない。 

→ 現在完了は、常に現在との関連を意識して用いられる。 

[比較] He   came  here  just now.  (○) 

He  has come  here  just now.  (×) 

 

 

Point４ 現在完了の用法まとめ 

≪継続≫ 過去から現在までの継続。   「ずっと～している。」 

≪経験≫ 過去から現在までの経験。   「～したことがある。」 

≪完了≫ 過去から現在まで「気持ち」の継続。 「～したところだ、～してしまった。」 

≪結果≫ 過去の行為の結果が現在に至る。  「～になってしまった。」 


